
平
成
24
年
度
の
第
３
学

期
の
終
業
式
が
、
３
月
22

日
に
行
わ
れ
た
。
桜
の
開

花
宣
言
が
あ
り
、
生
徒
は

桜
の
花
を
見
な
が
ら
式
に

臨
む
こ
と
と
な
っ
た
。
式

辞
で
柴
田
校
長
は
、
「
２

年
生
は
最
終
学
年

と
な
り
進
路
決
定

の
た
め
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

て
い
る
か
」
と
問
い
か
け
、

「
１
年
生
に
は
中
堅
学
年

と
し
て
学
校
を
支
え
、
新

入
生
の
手
本
と
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
２
年
前
の
３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
に
ふ

れ
、
震
災
に
よ
り
大
き
く

運
命
が
変
わ
っ
た
人
々
や

思
い
描
い
て
い
た
進
路
を

変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
々

な
ど
苦
難
に
立
ち
向
か
っ

て
い
る
人
々
の
こ
と
を
想

い
、
「
皆
さ
ん
に
は
何
が

で
き
ま
す
か
？
自
分
は
将

来
何
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
、

世
の
中
或
い
は
人
の
為
に

何
が
出
来
る
か
？
将
来
何

を
す
る
べ
き
な
の
か
？
そ

し
て
、
そ
の
た
め
に
今
何

を
す
べ
き
な
の
か
？
大
事

な
の
は
未
来
を
見
据
え
、

今
を
ど
う
や
っ
て
生
き
る

か
と
い
う
こ
と
だ
」
と
語
っ

た

そ
し
て
「
自
分
の
行

く
方
向
は
自
分
で
決
め
る

こ
と
。
人
に
決
め
て
も
ら

う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
。
本
当
に
な
り
た
い

自
分
に
な
れ
る
自
己
実
現

で
き
る
生
き
方
を
見
つ
け

て
下
さ
い
。
新
学
期
、
新

た
な
一
年
生
を
迎
え
て
ま

た
、
会
い
ま
し
ょ
う
。
」

と
式
辞
を
締
め
く
く
っ
た
。

学
年
末

を
目
前
に

控
え
た
３

月
19
日
進

路
指
導
部

主

催

の

「
進
路
決

定
者
の
話

を
聞
く
会
」

が
行
わ
れ

た
。
今
回

は
１
・
２

学
年
生
徒

全
員
対
象

に
し
、
少

し
で
も
早

い
時
期
に

進
路
に
対

す
る
意
識

を
高
め
て

こ
と
が
狙

い
で
あ
る
。

新
３
年
は
も
ち
ろ
ん
、
新

２
年
に
も
先
輩
の
生
の
声

を
聞
く
こ
と
で
身
近
な
問

題
と
し
て
考
え
、
準
備
を

始
め
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
で
進
行
し
、

司
会
者
の
質
問
に
精
一
杯

に
答
え
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

後
輩
に
送
っ
た
。
参
加
し

た
卒
業
生
は
14
名
、
ス
ー

ツ
姿
が
よ
く
似
合
う
卒
業

生
も
い
た
。
『
受
験
の
準

備
は
早
め
に
』
『
見
学
体

験
入
学
を
し
て
確
か
な
情

報
を
収
集
す
る
』
『
定
期

考
査
を
お
ろ
そ
か
に
せ
ず

全
力
で
臨
む
』
『
遅
刻
欠

席
は
し
な
い
』
な
ど
力
説

し
た
。
「
進
路
決
定
に
は

様
々
な
問
題
が
関
係
し
て

き
ま
す
。
ひ
と
り
で
考
え

る
こ
と
な
く
、
保
護
者
の

方
と
の
話
し
合
い
も
必
要

で
す
。
受
験
科
目
の
学
習

の
他
に
面
接
、
小
論
文
等
、

本
校
の
先
生
方
に
相
談
し
、

そ
の
後
の
様
子
や
結
果
を

連
絡
、
報
告
す
る
こ
と
で

そ
の
都
度
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
」
と
後
輩
に
エ
ー

ル
を
送
り
つ
つ
語
っ
た
。

４
月
６
日
（
土
）
本
校

吹
奏
楽
部
が
市
川
市
文
化

会
館
に
お
い
て
定
期
演
奏

会

を
開
催
す
る
。
開
場

16
時
・
開
演
16
時
半
の
予

定
。
定
期
演
奏
会
に
向
け

て
連
日
、
遅
く
ま
で
練
習

し
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
期
待

で
き
る
。
《
会
場
に
足
を

運
ん
で
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
》

平
成
25
年
度
の
定
期
異

動
が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。

教
頭

根
本
憲
一(

千
葉
女

子)

教
諭

塚
田
高
一
郎

（
船
橋
二
和
【
教
頭
】
）
・

鈴
木
雅
也
（
佐
倉
）
・
久

保
和
也
（
松
戸
向
陽
）
・

恩
田
秀
勝
（
県
立
松
戸
）
・

野
村
洋
介
（
浦
安
南
）
・

舘
野
文
彦
（
船
橋
東
）
山

﨑
満
美
（
流
山
お
お
た
か

の
森
）
講
師

笛
木
康
広

（
袖
ヶ
浦
【
教
諭
】
）
・
・

石
井

誠
（
柏
の
葉
）
奥

村
康
平
（
東
国
分
中
学
校

【
教
諭
】)

・
杉
山
美
里

（
我
孫
子
東
）
再
任
用

阿
部
武
洋
（
浦
安
）
・
平

川
忠
一
郎
・
鈴
木
孝
（
退

職
）

《

皆
さ
ん
の
新

天
地
で
の
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。
》

第３３号 す ば る 新 聞 平成２５年３月２９日

本
校
の
ホ
ー
ム
べ
ー

ジ
上
に
『
す
ば
る
新
聞
』

を
は
じ
め
様
々
な
情
報

を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
柴
田
校
長
が

始
め
た
『
校
長
便
り
』
、

コ
ラ
ム
形
式
で
写
真
も

交
え
て
公
開
し
て
お
り

ま
す
。
是
非
と
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各

部
活
動
の
紹
介
や
報
告

も
新
た
に
作
り
ま
し
た
。

「
平
成
24
年
度
学
校
評

価
」
も
掲
載
し
ま
し
た

の
で
こ
ち
ら
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ご
覧
下
さ
い

３
月
６
日
（
水
）
後

期
選
抜
結
果
発
表
が
あ
っ

た
。
前
期
１
・
96
倍
、

後
期
１
・
38
倍
の
難
関

を
突
破
し
、
平
成
25
年

度
の
前
後
期
選
抜
結
果
、

晴
れ
て
、
入
学
許
可
候

補
者
と
な
っ
た
。
発
表

当
日
の
朝
、
掲
示
板
の

前
で
は
受
験
生
・
保
護

者
・
中
学
校
関
係
者
の

様
々
な
思
い
が
交
差
し

て
い
た
。
ま
た
３
月
15

日
（
金
）
に
は
、
入
学

許
可
候
補
者
説
明
会
を

開
催
、
４
月
９
日
（
火
）

の
入
学
式
を
迎
え
る
ま

で
の
準
備
や
学
習
、
心

構
え
な
ど
に
関
し
て
各

分
掌
の
主
任
か
ら
説
明

を
行
っ
た
。

後
期
選
抜
発
表
・
入
学
許
可
候
補
者
説
明
会

直
前
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会
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